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131．Thymic　scintigraphyに関する研究

　　　　一重症筋無力症を中心として一
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　胸腺病変診断に有用なpneumomediastinography

（PMG）と対比して75Se－selenomethionine（75Se）な

らびにOVGa－citrate　CGa）を応用し，これらの胸腺を

scintigraphyで描出することの可能性について検討を

加えたので報告する．

　〔方法〕対象は当院入院患者8名（男性3名，女性5

名）である．使用した核種は75Se　300μCi，67Ga　2－3

mCiである．これらを静注後，前者は2時間，後者は72

時間後にNuclear－Chicago社製，　PHO／GAMMA　III

scintillation　cameraにて撮影した．同時に東芝製核医

学データ処理装置DAP500により，γ一cameraからの

X，Y，　Z，信号をA－D　i変換してTosbac　40のcore－

memoryに60×64のMAP　imageとして記憶させた

のち，levellingなどの処理をおこないCRT上に映し

た．

　〔成績〕重症筋無力症を合併した巨大な悪性胸腺腫（

組織は多角形上皮細胞優勢・の悪性胸腺腫）では，67Gaで

PMGに一致したuptakeを認めた．またPMGで右前

中縦隔洞内に円形の胸腺腫を認める症例（手術待期中で

組織型不明）では，75Seでhotな像を得たが，67　Gaで

はむしろcoldであった．　thymic　hyperplasiaを呈し，

その組織はgerminal　centerを有したリンパ球優勢の

組織像を認めた重症筋無力症患者2例では，75Seでth－

ymic　imageを得ることができたが，比較的脂肪織が多

くgerminal　centerの認められない1例では75Se，67

Gaともに判定にたえうるimageをうることができなか

った．またthymic　hyperplasiaを有するBehget病で

もPMGに一致した比較的明瞭なimageが得られた．

　〔結語〕胸腺の存在とactivityを知る方法として

pneumomediastinographyおよび手術所見を対比して

75Se－selenomethioninと67Ga－citrateによるthymic

scintigraphyが応用可能であることを示唆した．

132．放射性コロイドによる乳癌リンパ節転移

　　　の診断

　　（特に胸骨芳リンパ節の術前検査と再発予知）
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　乳癌患者における転移リンパ節，特に胸骨労リンパ節

転移の有無の術前診断および術後再発の予知を目的とし

て，約150例に198Auコロイドでlymphoscintigraphy

を施行した．198Auコロイドを両手背および胸骨下端両

側に各100μCiを注入，約24時間時に胸部のスキャンを

行なった．10SAuコロイドは平均粒子30mμのものと5

mμのものを用いたが，シンチグラム上両者に大差はみ

なかった．手術で胸骨労リンパ節転移の有無を確かめ得

た症例のみを検討すると，胸骨労リンパ節転移（＋）予測

例は75％，転移（一）予測例は78％の適中率であったが，

転移疑のものでは，すべて転移が認められず，また注入

の技術的な問題によるためか，両側胸骨労リンパ節とも

にuptakeが認められず予測困難なものが数例あった．

腋窩リンパ節では，転移（＋）（疑いも含め）予測例は76

％，転移（一）予測例は53％の適中率であったが，両上肢

からの10SAuをとり込んだ正常リンパ節に，転移腋窩リ

ンパ節のおおいかくされる可能性が考えられるため，側

胸壁への注入に変更し検討する．

　術後患者の胸骨芳リンパ節転移再発例では，シンチグ

ラム上でも転移（＋）と判定された．このことから術後経

過観察中の患者では，手術直後に施行したシンチグラム

と比較することにより，胸骨労リンパ節転移再発の予知

に役立つものと思われる．

　また放射線治療後のリンパ節への199Auのuptakeの

増減，9gmTc－Sコロイドによるlymphoscintigraphy

についても検討したい．
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